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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月7日(2011.12.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
水を含有する癌細胞増殖抑制剤の製造方法において、前記水を最初にイオン交換樹脂を通
過させ、次に、トルマリンと、二酸化珪素を６５％～７６％含む火成岩とのどちらか一方
を先に他方を後に通過させることを特徴とする癌細胞増殖抑制剤の製造方法。
【請求項２】
前記トルマリンに、水に溶けて人体に悪影響を及ぼすことがない金属を混在させることを
特徴とする請求項１記載の癌細胞増殖抑制剤の製造方法。
【請求項３】
前記火成岩が、黒曜石や真珠岩や松脂岩等の流紋岩または花崗岩のうちの少なくとも１つ
から成ることを特徴とする請求項１または２記載の癌細胞増殖抑制剤の製造方法。
【請求項４】
前記金属がアルミニウム，ステンレス及び銀のうちの少なくとも１つから成ることを特徴
とする請求項３記載の癌細胞増殖抑制剤の製造方法。
【請求項５】
前記トルマリンと前記金属との重量比を１０：１～１：１０としたことを特徴とする請求
項４記載の癌細胞増殖抑制剤の製造方法。
【請求項６】
前記トルマリンをセラミックに対し重量比１０％以上の割合で混合させて８００°Ｃ以上
で加熱したものとすることを特徴とする請求項５記載の癌細胞増殖抑制剤の製造方法。
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【請求項７】
前記火成岩を８００°Ｃ以上で加熱したものとすることを特徴とする請求項３記載の癌細
胞増殖抑制剤の製造方法。
【請求項８】
前記イオン交換樹脂がイオン交換によってナトリウムイオンを発生させることを特徴とす
る請求項１乃至３記載の癌細胞増殖抑制剤の製造方法。
【請求項９】
最初にイオン交換樹脂を通過させ、次に、トルマリンと、二酸化珪素を６５％～７６％含
む火成岩とのどちらか一方を先に他方を後に通過させることにより得た水を含有すること
を特徴とする癌細胞増殖抑制剤。
【請求項１０】
前記トルマリンに、水に溶けて人体に悪影響を及ぼすことがない金属を混在させることを
特徴とする請求項９記載の癌細胞増殖抑制剤。
【請求項１１】
前記火成岩のうちの二酸化珪素を多く含む岩石が、黒曜石や真珠岩や松脂岩等の流紋岩ま
たは花崗岩のうちの少なくとも１つから成ることを特徴とする請求項９または１０記載の
癌細胞増殖抑制剤。
【請求項１２】
前記金属がアルミニウム，ステンレス及び銀のうちの少なくとも１つから成ることを特徴
とする請求項１１記載の癌細胞増殖抑制剤。
【請求項１３】
前記トルマリンと前記金属との重量比を１０：１～１：１０としたことを特徴とする請求
項１２記載の癌細胞増殖抑制剤。
【請求項１４】
前記トルマリンをセラミックに対し重量比１０％以上の割合で混合させて８００°Ｃ以上
で加熱したものとすることを特徴とする請求項１３記載の癌細胞増殖抑制剤。
【請求項１５】
前記火成岩を８００°Ｃ以上で加熱したものとすることを特徴とする請求項１１記載の癌
細胞増殖抑制剤。
【請求項１６】
前記イオン交換樹脂がイオン交換によってナトリウムイオンを発生させることを特徴とす
る請求項９乃至１１記載の癌細胞増殖抑制剤。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は、水を含有する癌細胞増殖抑制剤の製造方法において、前記水を最初にイオン
交換樹脂を通過させ、次に、トルマリンと、二酸化珪素を６５％～７６％含む火成岩との
どちらか一方を先に他方を後に通過させることを特徴とする。本発明に係る癌細胞増殖抑
制剤の製造方法は、前記トルマリンに、水に溶けて人体に悪影響を及ぼすことがない金属
を混在させることを特徴とする。本発明に係る癌細胞増殖抑制剤の製造方法は、前記火成
岩が、黒曜石や真珠岩や松脂岩等の流紋岩または花崗岩のうちの少なくとも１つから成る
ことを特徴とする。本発明に係る癌細胞増殖抑制剤の製造方法は、前記金属がアルミニウ
ム，ステンレス及び銀のうちの少なくとも１つから成ることを特徴とする。本発明に係る
癌細胞増殖抑制剤の製造方法は、前記トルマリンと前記金属との重量比を１０：１～１：
１０としたことを特徴とする。本発明に係る癌細胞増殖抑制剤の製造方法は、前記トルマ
リンをセラミックに対し重量比１０％以上の割合で混合させて８００°Ｃ以上で加熱した
ものとすることを特徴とする。本発明に係る癌細胞増殖抑制剤の製造方法は、前記火成岩
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を８００°Ｃ以上で加熱したものとすることを特徴とする。本発明に係る癌細胞増殖抑制
剤の製造方法は、前記イオン交換樹脂がイオン交換によってナトリウムイオンを発生させ
ることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明に係る癌細胞増殖抑制剤は、最初にイオン交換樹脂を通過させ、次に、トルマリ
ンと、二酸化珪素を６５％～７６％含む火成岩とのどちらか一方を先に他方を後に通過さ
せることにより得た水を含有することを特徴とする。本発明に係る癌細胞増殖抑制剤は、
前記トルマリンに、水に溶けて人体に悪影響を及ぼすことがない金属を混在させることを
特徴とする。本発明に係る癌細胞増殖抑制剤は、前記火成岩のうちの二酸化珪素を多く含
む岩石が、黒曜石や真珠岩や松脂岩等の流紋岩または花崗岩のうちの少なくとも１つから
成ることを特徴とする。本発明に係る癌細胞増殖抑制剤は、前記金属がアルミニウム，ス
テンレス及び銀のうちの少なくとも１つから成ることを特徴とする。本発明に係る癌細胞
増殖抑制剤は、前記トルマリンと前記金属との重量比を１０：１～１：１０としたことを
特徴とする。本発明に係る癌細胞増殖抑制剤は、前記トルマリンをセラミックに対し重量
比１０％以上の割合で混合させて８００°Ｃ以上で加熱したものとすることを特徴とする
。本発明に係る癌細胞増殖抑制剤は、前記火成岩を８００°Ｃ以上で加熱したものとする
ことを特徴とする。本発明に係る癌細胞増殖抑制剤は、前記イオン交換樹脂がイオン交換
によってナトリウムイオンを発生させることを特徴とする。
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